
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常盤中図書館通信      
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 ６月に入り、雨の多い季節になりました。雨の日は室内でゆっくり読書を楽しみませんか？ 

夏休みの課題図書や、新着図書も入荷しています。図書館に足を運んでみてくださいね。 

《新着図書紹介》 

「青春サプリ。～夢をあきらめない～」（田中夕子 他文） 

心が元気になる、５つの部活ストーリー。 

バレーボールのセンスは抜群だが、入退院をくりかえすヒロキ。同じ場所にいられなくても、仲間の

ためにベストを尽くす! 部活をテーマにした、純度 100%の青春ショート・ストーリーズ。 

「成瀬は天下を取りにいく」（宮島未奈 著） 

中 2の夏休みの始まりに幼馴染の成瀬がまた変なことを言い出した。コロナ禍、閉店を控える西武大

津店に毎日通い、中継に映るという。さらにはM-1に挑み、実験のため坊主頭に…。 

「世界は「」を秘めている」（櫻いいよ 著） 

周囲が作り上げた「かっこいい女子」を演じ続けてきた玉川つばさは、かわいいものやきれいなもの

を身につける男子・雨宮凪良と出会い、少しずつ「自分の本当の気持ち」を見つけていき…。胸が締

め付けられるリアルな青春小説。 

「夏休みの空欄探し」（似鳥鶏 著） 

高 2の成田頼伸(ライ)は、クラスでは交わることのなかった人気者の成田清春(キヨ)と、 

夏休みの間、謎解きに挑む姉妹を手伝うことになり…。青春恋愛ミステリ。 

「名探偵コナン 黒鉄の魚影」（青山剛昌 原作） 

老化や若返りを計算して人物を特定する老若認証システムを開発したエンジニアが黒の組織に誘拐

された。エンジニアの持つデータから灰原の存在を知ったジンは彼女も誘拐する。灰原を追うコナン

だったが…。映画のノベライズ。 

「小説ブルーロック」（金城宗幸 原作） 

日本フットボール連合はW杯優勝のため育成寮ブルーロックを設立。無名の FW、潔世一をはじめ、

集められた 300人の高校生 FWは、たった 1つの椅子に座るため非情なセレクションに挑む。 

漫画「ブルーロック」のノベライズ。 

「岸辺露伴は叫ばない」（荒木飛呂彦 原作） 

杜王町在住の漫画家・岸辺露伴が遭遇する、奇妙な事象の数々とは!?  

「岸辺露伴は動かない」シリーズ初の短編集。同シリーズ「戯れない」もあります。 

 

 

 

 

 

小説・ノベライズ 

自然科学 

「昆虫の惑星 虫たちは今日も地球を回す」 

     （アンヌ・スヴェルトルップ＝ティーゲソン 著） 

子煩悩なハサミムシ、乾いて休眠するネムリユスリカ、水中で音楽を奏でるミズムシ…。ノルウェーの

女性昆虫学者が、奇妙で美しく風変わりな虫たちについて語る。ヒトと昆虫の関わりもとりあげる。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５月３０日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生 ２年生 ３年生 ３学年合計 

貸出冊数（４・５月合計） 825（冊） 284（冊） 124（冊） 1333（冊） 

SDGｓ関連 

「国谷裕子と考える SDGｓと食料危機」（国谷裕子 監修） 

飢餓をなくし、SDGsが目指す「だれも取り残さない」社会を実現するには? 食料危機について、写

真と資料を交え多角的に説明する。 

「きみを強くする人権と SDGｓ」（伊藤賀一 監修） 

人権について深く知ることで強くなれる。人権と SDGs とを関連づけて、そのつながりをわかりや

すく紹介する。 

 

 

 

 

仕事・手記など 

「アニメができるまで」（大塚隆史 著） 

企画から絵コンテ、作画、背景、撮影、アフレコまで、マンガがアニメになるその全過程を会話形式でわ

かりやすく解説する。「アニメ制作会社に入るには?」「絵が下手でも業界に入れる?」といった質問にも

答える。 

「放課後の読書クラブ」（小手毬るい 著） 

木の物語、犬の物語…。著者自身のその後の進路や生き方に、大きな影響をあたえた本をテーマ別に紹介

する。「若草物語」「人間失格」から着想を得て書かれた短編 2編も収録する。 

世界史まんが 

「漫画サピエンス全史 人類の誕生編」（ユヴァル・ノア・ハラリ原案） 

かつて地上には何種ものヒトがいた。アフリカの片隅でやっと生きていたホモ・サピエンスだけがな

ぜ繁栄したのか。人類をまったく新しいかたちで描き出したベストセラーをフルカラーで漫画化。 

 

 他にもたくさん入荷しています。新着図書コーナーを見にきてください。 

《４月・５月の常盤中図書館》 

５月の連休あけから１年生も本が借りられるようになり、貸出冊数が伸びてきました。 

これからもたくさん本を読んでくださいね。 

６月１０日は「時の記念日」です。『日本書紀』に６７１年４月２５日、漏刻（水時計）で時間

をはかり、鐘や鼓をたたいて時を知らせた、と書いてあります。４月２５日は、今の暦では６月１

０日です。これを記念して、時間をまもり、時を大切にしましょう、とこの日を時の記念日に定め

ました。         （参考資料「きょうはなんの日？」ポプラ社 1999年） 

「時の記念日」にちなんでこんな本はいかがですか？ 

「モモ」（ミヒャエル・エンデ 著） 

  時間どろぼうとぬすまれた時間を人間にとりかえしてくれた女の子の不思議なお話。 

 


